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注：     は改善部品を示す。 

 
 
フロントフォークにおいて、ステアリングシャフトを圧入しているフォークボトムヨーク

の製造が不適切なため、当該ヨークに亀裂が発生するものがある。そのため、そのまま使

用を続けると亀裂が進行し、最悪の場合、フォークボトムヨークが破断し車両が転倒する

おそれがある。 
 
改善内容 
全車両、フォークボトムヨークを点検し、不具合品が組み込まれている場合には対策品と

交換する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォークボトムヨーク

基準不適合箇所 



識別 
フォーク・ヨーク下部末端に位置する製造年月日のパンチを確認する。 
製造年月日パンチの穴で製造年月日が読み取れるようになっています。 
 

 

 
交換が必要なプレートは、中央に数字の「2」が入っており、「セクション」に 4 つまたは 5
つの点のマークが入っているもののみです。 
 


